
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

1 

７
月
３
日
よ
り
毎
週
土
曜
日
、
全
４
回
に
わ
た
り
枚

方
市
民
会
館
で
環
境
活
動
推
進
の
担
い
手
を
育
成
す
る

た
め
に
「
環
境
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
が
開
か

れ
ま
し
た
。
毎
回
10
人
以
上
の
方
が
受
講
し
、
内
容
の

濃
い
講
座
と
な
り
ま
し
た
。 

 

↓

グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
を
発
表 

今
回
の
講
座
で
は
「
知
る
・
考
え
る
・
は
じ
め
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
専
門
家
の
話
を
聞

く
だ
け
で
な
く
、
自
分
た
ち
は
実
際
何
が
で
き
る
か
を
見
つ
け
出
す
と
い
う
と
こ
ろ
に
重
点

を
置
き
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
い
ま
し
た
。
今
ま
で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
グ
ル
ー
プ
ワ

ー
ク
に
慣
れ
る
ま
で
、
受
講
生
は
悪
戦
苦
闘
し
て
い
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
、
時
間
も

忘
れ
る
ほ
ど
熱
中
し
て
、
意
見
交
換
が
活
発
に
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

四
日
間
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
ベ
ー
ス

に
最
終
日
に
は
予
算
、
人
員
、
協
力
団
体
な
ど

環
境
活
動
に
必
要
な
も
の
を
考
え
、
具
体
的
な

温
暖
化
対
策
の
企
画
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
次
に
つ
な

が
る
よ
う
皆
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し

ま
す
。 

 

↑グループでの意見をまとめて発表 

 

↑ポストイットを使って自分の考えや他の意見をまとめる 

↑

「
地
域
で
出
来
る
温
暖
化
対
策
」
を
発
表 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

ひらかた環境ネットワーク会議では、年末にかけ温暖

化対策のビックイベントを 2 つ行います。参加者とし

て、スタッフとして、皆さま、ぜひご参加ください。 

 

～生物多様性と地球温暖化を考えよう～ 

生物多様性条約会議の前日である 10 月 17 日に、「ひ

らかた NPO フェスタ」内で映画上映とブース出展を行

います。これは環境映画を通して、多様な生物が共存

する環境の素晴らしさ・大切さを感じてもらうととも

に、その維持・保全を行うための取り組みのひとつと

して、地球温暖化対策について知らせることを目的と

しています。大迫力のオーシャンズを見ながら、生物

多様性・温暖化について考えてみませんか。ロビーで

はエコグッズの展示やワークショップなども行う予

定です。野外ではブース出展を行っています。さあ、

皆で NPOフェスタにレッツゴー！！ 
 

 

今年もまもなくエコチェック DAY の取り組みが始まりま

す。昨年から始まったこの事業、日常で温暖化対策行動に

取り組む人を増やしたいと 7 月から温暖化対策推進チーム

で準備を進めています。昨年は初めてにもかかわらず4,952

人もの市民が参加。これは市民・事業者・行政 3 者協働の

理念のもと、多くの人の協力・行動があっての成果です。

この取り組みで行動を変えようと思ってくれた人は参加者

の 88％にのぼりました。 

今年はさらに多くの人に日常で温暖化対策行動の呼びか

けが届くように、頑張っています。皆さんも周りの人と一

緒に楽しんで参加してください。 

シートは 11月から配布がはじまります。12月 12日に皆さんで一緒にエコチェックしましょう。 

※シート希望の方は事務局にご連絡ください。12 月にはホームページ・携帯からも参加できます。 

 
 
 

↑昨年のエコチェックシート 
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今年も「ひらかた NPO フェスタ 2010」に参加します。「オーシャンズ」の上映をはじめ、大ホ

ールロビーでエコグッズの展示・ワークショップ、野外のブース出展などを行います。 

一人でも多くの枚方市民に生物多様性、温暖化、そして地域での環境保全活動を伝えるため、

ボランティアスタッフを募集します。 

 

温暖化対策推進チームでは市民・事業者・行政が集まって温暖化対策事業を進めるため、話し合

いを重ね活動をしています。昨年に比べ、メンバーも増え、ますます積極的に活動しています。し

かしながら、温暖化対策事業は枚方市民みんなを巻きこむ大事業。まだまだ、知恵と人手が足りま

せん。枚方のため、地球のため、自分のため何かやってみようかなと思われる方、チームのメンバ

ーになって共に活動してみませんか？毎月の会議や取り組みに参加してください。もちろん、参加

できる時だけでも構いません。お待ちしています。 

 詳しくは事務局までお問い合わせ下さい♪ 

 枚方市で初めてとなる事業仕分けが、9月 4日、5

日の 2日間、枚方市市民館会で実施されました。こ

れは、市が行う事業の必要性や費用対効果、実施方

法などについて、外部の視点で検証・検討するもの

で、学識経験者や市民団体代表者等の仕分け人によ

り、「廃止」「民間等が実施」「改善して市が実施」「現

行通り市が実施」の４区分で判定が行われました。 

今回の仕分けでは、ひらかた環境ネットワーク会

議に対する運営補助事業も対象となり、判定は「廃

止」が 3人、「改善」が 1人、「現行通り」が 2人で、「廃止」と言う厳しいものになりました。ひらか

た環境ネットワーク会議では、この結果に遺憾の意を表明するとともに、「廃止判定は団体そのものに

対するものではなく、市からの補助金に対するものである」「この結果は市の最終判断ではなく、今後

の予算編成の過程で再考の余地があるものと認識している」「限られた短い時間の中で、仕分け人に当

団体の役割や位置付け、目的について十分理解を得られないまま、事実・実態と乖離した認識に基づ

いて判断をくだされた」「枚方市に対して予算編成時の再考を強く求めていくとともに、引き続き市

民・行政・事業者に対して団体への理解を広げる努力を行いながら、活動に邁進していく」という主

旨の、緊急声明を出しました。 

↑

事
業
仕
分
け
の
様
子 
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車による交通の渋滞を軽減し、環境に優しい公共交通であるバスに、地域の人々が楽しんで慣れ親

しんでもらうことで公共交通へのシフトを促すため、「バスのってスタンプラリー」を継続的に開催し

ています。今回は、枚方八景の他、コマツなど企業ポイントも回ります。その他に、枚方のお宝発見

として、クイズポイントもあります。最終地点はひらかたパーク前です。ひらかたパークでは今年京

阪電車開業 100 周年を記念して、5 年ぶりに「ひらかた大菊人形」展が開かれます。 

第 10 回「バス！のってスタンプラリー～枚方探検隊」を 10 月 23 日(日)に開催します♪ 

樟葉西校区コミュニティ協議会主催の「くずは駅前いきいきイベント」が、9月 19日、樟葉駅

前広場で開催されました。樟葉地区において、地域住民や地域事業者、ＮＰＯ等の多様な主体が

連携し、駅前広場を地域の「交流と憩いの場」として継続的に活性化させるための試みとして、

32 団体の協力で行われました。好評だった春に続きバージョンアップした出演者数、内容に会場

も賑わいました。ひらかた環境ネットワーク会議が今年も事務局を務めました。今後も樟葉駅前

広場の活用の仕方や交通問題など検討を重ねていきます。 

今年もメセナひらかたで８月２１日より「くらわんか塾」を開催しました。今年度の受講生１６名を

迎え、挨拶を兼ねた「ひらかた環境ネットワーク会議の役割」についての話を皮切りに、第１回講座が

開講しました。今年度は、基礎編講座に、新たに環境関連法規制の概要を加えるなど、より充実した内

容としました。また、既に「環境教育サポーター認定証」をお持ちの方が、今年度も引き続き審査員と

して登録されるには今回の講座の一部を更新講座として受講して頂くことを条件づけました。 

平成 22 年度の「くらわんか塾」環境教育サポーター養成講座スタート 

８月２８日の第２回講座には、更新参加者８名

を加え、合計２４名が受講されており、受講者は、

主婦や現役そしてリ・チャレンジ組による幅広い

経歴の持ち主で構成されています。第３回講座か

らは、環境教育の実態や学校園見学、Ｓ－ＥＭＳ

の実際等の講座が続き、今年度の講座は、１１月

末の第８回講座で終了します。 

 

↑

受
講
の
様
子 
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8 月 26 日に滋賀県の㈱高島循環農業センター根圏

活力農法研究所へ 2 回目の視察に行ってきました。生

ごみや牛ふんで作られた完熟たい肥を投入し、農薬や

化学肥料を使用しない農法で、通常に育てるより稲穂 

通常より約 2倍の収穫がある稲穂に驚き!! 

が約2倍実っている様子を実際に見てき

ました。 
生ごみ等をたい肥化し、それを農作物

の生産にいかす。このような循環の輪が

枚方で構築されるよう活動に取り組ん

でいきたいと思います。 

↓根圏活力農法で育てられた稲穂 

↑

視
察
の
様
子 

自然エネルギー部会という単独の部会になって半年「ひ

らかた自然エネルギー学校」を 3年ぶりに復活させました。

「ひらかた自然エネルギー学校」は２００５年から、自

然エネルギーについて学ぼうと、講師を招いて実施して

いた講座です。第４回目になる今年は、教室から飛び出

して、地域の自然エネルギースポットを訪ね、身近な自

然エネルギーとその活用について学びます。地元、枚方

をもっと知っていただく体験型セミナーとして実施い

たします。１０月と１１月の講座は、まだ、申し込み受

け付けています(関連記事は 7ページ)。 

 

 

 

↓

11
月
の
穂
谷
自
然
農
園 

 

↑

１０
月
の
Ｎ
Ｅ
Ｘ
２１ 

第 4 回「自然エネルギー学校」開催しています 

我が街、我が川、我が故郷「枚方」をみんなで楽しくきれいにしましょう！ 

●船橋三角公園清掃 

時間：10月 2日  7 時 30 分 三角公園入口集合 

●楠葉中央公園清掃 

時間：10月 15 日 7 時 30 分 北部支所駐車場入口集合 

 

まちづくり部会では現在、まち美化に力を入れて活動を行っています。お時間がある方はぜひ、

一緒に活動に参加して下さい！ 

自分の地域でも美化活動に取り組んでみたいと思われる

方はぜひ、まちづくり部会の会員になってください。お待ち

しています。詳しくは、ひらかた環境ネットワーク会議事務

局までお問い合わせ下さい。 

↑

清
掃
の
様
子 



 
 

 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「社会に出て知る環境」 

私は大学で廃棄物等、環境について学んでいますが、「環境」

が社会でどのように扱われているのかをあまり把握できていま

せんでした。そこで、ひらかた環境ネットワーク会議でのインタ

ーンシップを通して社会での「環境」について勉強させてもらお

うと思いました。インターンの内容としては、「ひらかた自然エ

ネルギー学校」の広報を担当させて頂きました。 

広報を行う際、まず自分がよく理解する必要があるため、内容について調べました。そこで行政、

事業者、市民といった様々な立場からの、環境に対する多様な取組みが行われているという事に驚か

されました。そして、会員の皆さんにもとてもお世話になりました。企画についての詳しいお話を聞

かせて頂いたり、一緒に広報に協力して頂く中で、昔と今の環境に対する取り組みの違い等、貴重な

お話も聞かせて頂きました。今回インターンで、社会での「環境」、広報について等、多くを得られた

と感じています。今後この貴重な経験を活かしていきたいと思います。ありがとうございました。 
 
 
 

龍谷大学から大学生 2 人が、8 月 9 日から 9 月 9 日まで当団体でイン

ターンシップ(就業体験)実習を行いました。「エフエムひらかた」や「ひらわ

んかまつりの会場」等で「ひらかた自然エネルギー学校」の広報を行いまし

た。受講生も徐々に集まり、成果が見えてきています。 

 

「実習を通して学んだ責任の在り方」 

私は、責任とは誰が負うものなのかを知るためにインタ

ーンシップに応募しました。責任の重さが正規労働者と非

正規労働者の違いだと思っていたからです。しかしそれは

間違いでした。今回私は、「ひらかた自然エネルギー学校」

という見学会の広報を担当させていただきました。電話や

メール等のほぼ全てに自分の名前を添えて広報しました。

名前を添えるということは、その責任は自分が負うという

ことなので、学生である自分に責任が負えるのかと少し怖

いと感じました。 
しかし、ボランティアである会員の皆さんが各々の仕事をされているのを目にするうちに、肩書き

が何であれ、責任とは仕事をする際に常に負うものだと少しずつ理解することができました。責任は、

賃金や保証のために負うのではありません。賃金が目的のアルバイトでは理解できなかったことでし

た。理解する機会をくださった、ひらかた環境ネットワーク会議の皆様には本当に感謝しています。

ありがとうございました。 
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会員数 162名：正会員 147名（個人 114、非営利団体 21、営利団体 12） 

       賛助会員 15名（個人 014、非営利団体 01、営利団体 00） ※平成 22年 9月 31日現在 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

   

 

このコーナーの情報に関する申し込み、お問

い合わせは、ひらかた環境ネットワーク会議

事務局までご連絡ください。 

☎０７２・８４７・２２８６ 
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 当団体ではプルタブとエコキャップの回収中継

スポットとして回収に協力しています。会員の小柳

佳弘さんが中心になってお世話をして下さって

います。6月郵送分はプルタブ 8.3kg 送りました。  

ご協力ありがとうございました。 

※今回エコキャップは規定量に満たなかった為、送れていません。 

 

 

 

 

第 2回目 10月 24日(日)10：30～15：00 

 ●省エネ・エコライフ ＮＥＸT21 見学会 

第 3回目 11月 7日(日) 10：30～16：00 

 ●穂谷自然農園見学会 

※各回 2000 円(昼食付)です。詳細は事務局までお

問い合わせ下さい。 

 

ひらかた環

境ネットワー

ク会議のリー

フレットが新

しくなりまし

た。ぜひ、この

機会にＰＲご

協力よろしく

お願いします。 

留守家庭児童会室市民参画事業の取り組みで、8 月 6 日、香里小学校留守児

童会室にて小学１～４年生８０名の児童を対象に「野菜と私と環境のつながり」

をテーマにスライドやゲームを中心に授業を行いました。自分達が旬の野菜を

食べることで地球温暖化とどうつながるか？興味津々で話を聞いていました。 

歴史ある美しいまち｢ひらかた｣を次世代に残

すため、枚方市では毎年｢天の川大清掃｣が行われ

ています。今年は下記の要領で行われます。ひら

かた環境ネットワーク会議は今年も参加します。

多くの会員の皆さまもぜひふるってご参加下さ

い。お待ちしています。 

 
【日時】11月 13 日（土） 

午前９時 45 分集合 

10 時 開始 

【集合場所】 

浜橋堤防横広場 

 
 



 
 
 
 
  

 
     
 
 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
平成 22年 10月 1日発行（年 4回発行） 

発行：（特活）ひらかた環境ネットワーク会議 

〒573-0042 大阪府枚方市村野西町番 1号 

サプリ村野内（旧村野小学校） 

電 話 072-847-2286 
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Ｅメール jimukyoku@hirakata-kankyou.net 

ホームページ http://www.hirakata-kankyou.net 
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この会報誌は古紙再生紙・ソイインクを使用しています。 

 

 

 

ひらかた環境ネットワーク会議会報「環境ひらかた」第 27 号 
編集後記 

今回の事業仕分けで、当団体への補助事業が廃

止という判定を受けました。結果だけを聞くと厳

しいものですが、議論の過程で「約 440万円の補

助金支出で、これだけの事業ができているのなら

費用対効果は決して悪くない」「この事業を市の

職員が直接実施したら、数倍は費用が発生し市民

負担が大きくなる」など、当団体を高く評価した

仕分け人も複数おられました。表彰を受けたり、

学会や論文などで事業が紹介されるなど、これま

でも外部から高く評価を受けています。仕分けの

結果に落ち込むことなく、これからも胸を張って

活動を続けていきたいです。  （鍜治谷 記） 
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本社である枚方工場の業務内容は、関西圏で出された使用済み電化製品 

(冷蔵庫・冷凍庫・エアコン・洗濯機・衣類乾燥機) を資源リサイクルでき

るようパーツごとに分解することです。鴻巣工場長に案内して頂きました

が、工場内は作業効率や快適な作業環境のための工夫が至る所に整備され

ていました。大型電化製品を数秒で粉々に砕いてしまう破砕機の内部の様

子は迫力満点で、私たちの身近なものに例えた分かりやすい説明ポスター

や、色彩選別機などここにしかない最新の設備もたくさんあり工場見学と

は言ってもかなり楽しめます。視察受入れ責任者の稲垣太造さんは「リサ

イクルの必要性や大切さをもっと多くの方にしってもらうため、見学者や

リピーターを増やすのが目標です」と笑顔で話していました。                   

関西リサイクルシステムズ株式会社では、使用済み家電製品の常に質の高いリサイクルを追求し、“地球環境の

保全”に努めています。ここ数年力を入れ取り組んでいるのが、社員教育と職場の省エネ環境の改善です。社員に

は環境に関する資格を取得する「５年プラン」カリキュラム制度があり、社員はその制度によって環境知識のレベ

ルアップを図っています。省エネ対策としては LED 照明・窓ガラスに遮断熱フイルムの装着・ソーラーシステム

など徐々に設備を整えており、今後はトイレに人体自動感知システムを導入するそうです。会社自体が地球温暖化

問題を重要とする意識のレベルの高さが伺えました。 

枚方市地球温暖化対策協議会の会員事業者さんで地球温暖化防止に積極的

に取り組んでおられる、元気な事業者さんを特集する企画です。 

今回は「関西リサイクルシステムズ株式会社」さんです！ 

そ れ ゆ け エ コ 企 業 ！ ！ 

↓

破
砕
機
の
モ
ニ
タ
ー
を
見
学
す
る
様
子 

↑破砕機のモニターを見学する様子 

 

関西リサイクルシステムズ株式会社  ▶住所：大阪府枚方市春日北町２丁目２８番１号  

▶ＴＥＬ：０７２－８０８－９８８８   ▶FAX:072-808-9889   ▶http://www.krsc.co.jp 

見学は必ず事前にお電話でのご予約をお願い致します。  安全推進室 見学担当迄 
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